
「薬物乱用防止啓発標語」 
薬物は 未来の希望 くるわせる     井上 虎珀さん（令和６年度三雲東小学校卒） 

とまらない 薬物依存 きけんだぞ     原田 桜佑さん (令和６年度菩提寺小学校卒） 

急速に進むデジタル社会の中で、「SNS やデジタルコンテンツのことがよくわからな
い」「子どもにスマホを持たせているけれど、このままで大丈夫なのか不安」という声が、
保護者の皆さんから聞こえてきます。 

そこで今回は、保護者が事前に設定しておくことで、子どもたちを守るスマートフォ
ンのセキュリティ対策を紹介いたします。 
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【2 月 1 日～3 月 18 日】 サイバーセキュリティ強化月間は、全国的な啓発期間で
す。増えるサイバー攻撃から身を守るため、政府や自治体、
企業が注意喚起やセミナーなどを行っています。 

家庭ではパスワード管理や更新の徹底、子どものスマホ利
用ルールづくりなど、身近な対策を見直すきっかけになる期
間です。 

湖南市少年センターでも、インターネット利用に関する相談も増えてきています。インターネットを
通じて学習意欲が高まったり、不登校傾向の子どもたちがオンラインをきっかけに友達を増やしたりと
よい報告を受ける一方で、SNS でのトラブルや知らない相手のとのやり取り、アプリ内課金の問題な
ど、相談が寄せられるケースも少なくありません。デジタル環境が子どもたちに新しい可能性を広げる
一方で、適切な使い方や大人の見守りがますます重要になっています。 



「薬物乱用防止啓発標語」  
薬物は、 君のすべてを 蝕むよ     龍池 優斗   さん（令和６年度菩提寺小学校卒） 

もらわないで 安全かな その薬    小嶌 奈々星 さん (令和６年度石部小学校卒） 

一般向け啓発品 → 

ペットボトルカバー 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

   

◎少年センターでは無職少年の就労・就学の相談・支援を実施しています。 
 

中学校卒業後から 20 歳未満の少年で働きたい・学びたい。でも何をしたらよいのか分からない人の相談を受け
付けています。センターに連絡ください。Tel 77-7053 

市内の小中学校で薬物乱用防止教室が行われました。 
甲賀警察署と湖南市少年センター管轄の薬物乱用防止指導員が協力して下

田小、水戸小、石部南小、三雲東小、菩提寺小、菩提寺北小へ出向き、子ども
たちに薬物の危険性や薬物から身を守る方法について指導を行いました。 

また、子どもたちに啓発品としてボールペンを市内小中学校の薬物乱用防止
教室受講学年全員に配布させていただきました。 

薬物は本当に身近に迫ってきています。日ごろから意識を高めてもらえたら
うれしいです。 

← 小中学生に配布した 

啓発用ボールペン 

SNS は友だちとの交流や情報収集に便利な一方で、子どもたちがトラブルに巻き込ま
れるケースも増えてきています。 

今回は SNS にはどのような危険があるのか考えてみましょう。 

危険①「なりすまし・個人情報の流出」 
   ・本名・学校名・制服・通学路などから、簡単に個人が特定されてしまう。 
   ・他人が本人になりすましてアカウントを作り、トラブルを起こす。 
   ・写真の背景から住所が推測されることもある。 

アドバイス－  知らない人からのフォローは承認しない。 
        プロフィールに個人情報を書かない。 

危険②「いじめ・誹謗中傷の拡散」 
   ・SNS 上でのいじめは 24 時間続く。 
   ・消したつもりでもスクショなどで残り続ける。 
   ・グループ外し，悪口の拡散が一気に広がる。 

アドバイス－ 困ったらすぐに学校や大人の人に相談しましょう。 
       いじめの証拠は消さずに保存しておこう。 

※ ネット上での誹謗中傷ももちろん犯罪です。 

危険③「オンラインゲーム・SNS での誘い出し」 
   ・ゲーム内チャットから個別 SNS へ誘導 
   ・「秘密だよ」「相談に乗るよ」と近づき、個人情報を聞き出す。 
   ・児童を狙った犯罪につながるケースも全国で報告されている。 

アドバイス－ ネットで知り合った人とは簡単に会わない。 
       写真や住所を送らない。 

危険④「闇バイトや薬物売買の入り口になっている」 
   ・「高額バイト」「即日現金」「DM で申し込みは現金５万円差し上げ

ます」など興味を誘い、連絡を取ると、特殊詐欺や運び屋などの
仕事をさせられる。 

アドバイス－ 基本的においしい話はウソだと思ってください。 
       信用できないところに個人情報を書き込まない。 


